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紹

介
出
原
隆
俊
・
小
林
幸
夫
注
釈
『
鷗
外
近
代
小
説
集
第
五
巻
』

西

尾

元

伸

森
鷗
外
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
鷗
外
の
生
誕
一
五

〇
年
を
記
念
し
て
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
か
ら
、『
鷗
外
近
代
小
説

集
』（
岩
波
書
店
・
全
六
巻
）
が
順
次
刊
行
さ
れ
て
い
る
。〈
近
代
小
説
集
〉

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
、
鷗
外
自
身
が
生
き
た
時
代
を
舞
台
と
し
た

作
品
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
特
色
と
し
て
、
初
版
単
行
本
の
構
成
を
重
視

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
本
書
は
、
そ
の
第
五
巻
で
あ
る
。

さ
て
、『
鷗
外
近
代
小
説
集
第
五
巻
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、

「
一
つ
の
筺
に
入
っ
た
二
分
冊
」（『
走
馬
灯
』
解
題
・
出
原
隆
俊
氏
）
と
い

う
、
二
つ
の
作
品
集
『
走
馬
灯
』『
分
身
』（
大
正
二
（
一
九
一
二
）
年
七

月
・
籾
山
書
店
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

収
録
作
品
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
巻
末
に
各
作
品
集
と
作
品

の
解
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

『
走
馬
灯
』

藤
鞆
絵
／
蛇
／
心
中
／
鼠
坂
／
羽
鳥
千
尋
／
百
物
語
／
な
が
し

『
分
身
』

妄
想
／
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
／
流
行
／
不
思
議
な
鏡
／
食
堂
／
田
楽
豆
腐

ま
た
、
本
書
の
特
色
と
し
て
、
見
開
き
頁
に
施
さ
れ
た
注
釈
が
挙
げ
ら
れ

る
。
各
作
品
の
注
釈
の
ご
担
当
は
、『
走
馬
灯
』
が
出
原
隆
俊
氏
、『
分
身
』

が
小
林
幸
夫
氏
で
あ
る
。
本
書
の
注
釈
は
、
固
有
名
や
外
来
語
、
現
代
の
読

者
に
は
難
解
な
表
現
ま
で
を
含
む
、
非
常
に
細
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
単
に
語
意
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
品
内
の
表
現
と
、
作
者
の
問
題

意
識
と
の
関
わ
り
を
指
摘
す
る
場
合
も
多
い
。

例
え
ば
、『
走
馬
灯
』
中
の
『
蛇
』
を
見
る
と
、
そ
の
注
釈
の
一
番
目
の

項
目
に
は
「
己
」
が
挙
げ
ら
れ
、「
一
人
称
小
説
で
「
己
」（
お
れ
）
が
使
わ

れ
る
の
は
『
蛇
』『
羽
鳥
千
尋
』『
流
行
』『
不
思
議
な
鏡
』『
沈
黙
の
塔
』
な

ど
で
、『
蛇
』『
羽
鳥
千
尋
』
を
除
い
て
は
、
風
刺
性
・
寓
意
性
の
濃
厚
な
非

現
実
的
趣
向
の
も
の
。「
僕
」
を
一
人
称
と
す
る
も
の
と
主
人
公
の
位
相
が

異
な
る
傾
向
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
巻
末
の
同
作
品
解
題

に
お
い
て
は
、
鷗
外
の
実
体
験
と
デ
フ
ォ
ル
メ
を
め
ぐ
っ
て
、「
人
称
が

「
僕
」
で
は
な
く
「
己
」
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
人
物
が
鷗
外
そ
の
も
の
と

は
や
や
距
離
が
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
」（
出
原
氏
）
と
あ
り
、「
己
」
の
語

の
選
択
に
重
要
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

な
お
、
二
つ
の
作
品
集
に
は
、『
走
馬
灯
』
が
鷗
外
の
周
囲
と
、『
分
身
』

が
鷗
外
自
身
の
こ
と
と
思
わ
せ
る
作
品
が
収
め
ら
れ
る
と
い
う
「
編
集
意

識
」（『
分
身
』
解
題
・
小
林
幸
夫
氏
）
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
近
し
い
時
期

に
刊
行
さ
れ
た
『
意
地
』（
大
正
二
年
六
月
）、『
か
の
や
う
に
』（
大
正
三
年

四
月
）
な
ど
の
作
品
集
と
も
関
わ
る
点
で
あ
る
。
単
行
本
刊
行
時
の
構
成
に

も
鷗
外
の
思
考
は
窺
え
る
。
そ
こ
に
、
細
や
か
な
注
釈
が
付
さ
れ
る
こ
と
で
、

当
時
の
鷗
外
の
問
題
意
識
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
一
月
、
三
五
一
頁
、
三
，
八
〇
〇
円
）

（
に
し
お
・
も
と
の
ぶ

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
）
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